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回れ！４色の風車
～学生参加による高齢者サロンの持続性と発展可能性～

２ 班
班員：青木 日花 石川 夏帆 鎌田 晴人 酒井 佑
高橋 慧 樋口 小波 平山 裕紀人 松浦 海斗

指導教員：川島 宏一 TA：石井 樹

2021年 都市計画演習 2班 最終発表
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各主体

風車が回る＝コミュニティが持続
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問題設定

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 背景

◎つくば市周辺地域

交通の便が悪い

高齢化率が高い

① 問題設定

教育・公共施設が少ない

10月28日・31日
つくば市周辺部の地域住民に対する
ヒアリングの様子（写真は28日・北条地区のもの） 5

問題設定

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 背景

◎つくば市周辺地域

交通の便が悪い

高齢化率が高い

特に高齢者問題が深刻な、
高須賀地区を対象に！

つくば市の地区ごとにおける65歳以上人口の割合

② 対象地域の決定

教育・公共施設が少ない

高須賀

65歳以上人口
割合が30～40％
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2021年 都市計画演習 2班 最終発表 背景

問題設定
③ 対象とする地域の具体的な問題

＜高須賀地区の問題＞

7
社会福祉協議会・大竹様インタビュー（11月11日）

市役所の取り組み

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 背景

高齢者の交流が少ない

高齢者サロンを開催

高齢者サロンとは？

：地域住民が気軽に参加できる

交流の場

問題

市役所の
取り組み

2021年10月27日：地域包括支援課 松尾様, 金山様@つくば市役所

風車で表すと、、、
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演習の目的・目標

高齢者サロンが持続するための仕組み作り目的

高齢者の交流の機会を増やす最終目標

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 目的
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背
景

目
的

実
証
実
験

市
役
所
へ
の
提
案

指
摘

発表の流れ

検
討

今
後
の
展
望

仕組みの実現 仕組みの継続仕組みづくり

11

交流会

市役所

高齢者

学生

持続的な仕組みの予測

市役所

私たちの提案

？

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 目的
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学生の介入する需要はあるのか？

1⃣ 内閣府による世代間交流の意識調査

平成25年度 高齢者の地域社会への参加に関する意識調査結果（全体版）内閣府

若い世代との交流を望んでいる高齢者は、全体の6割
実際に交流に参加している高齢者は、全体の4割

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 目的

13

学生が介入することで効果はあるのか？

2⃣ 先行研究

◎両世代間コミュニケーション

：特に高齢者の孤立を防ぎ、心の健康にも良い効果

◎若年層と高年層の両世代との交流

：両世代と交流している人はそうでない人より精神的健康が良好

学生と交流する機会を提供する事が高齢者にとって

心の健康に良い影響を与える

「都市部多世代交流型デイプログラム参加者の12か月間の効果に関する縦断的検証 : Mixed methodsによる
高齢者の心の健康と世代間交流の変化に焦点を当てて」, 亀井智子ほか,老年看護学 Vol.14 No.1, 2010

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 目的
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交流会
交流会

効果

市役所

高齢者
高齢者

市役所学生

→cost
→gain

市役所への提案内容

市役所
2班の提案

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 目的
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2021年 都市計画演習 2班 最終発表 市役所への提案
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学生が入れば、何かしらの
効果があるのではないか？

学生の参入を提案

社会福祉協議会 大竹様

つくば市役所
地域包括支援課 松尾様

市役所・社会福祉協議会との話し合い

私たちが参入して、
問題を解決したいです！！

2021年11月1日@つくば市社会福祉協議会南支所

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 市役所への提案

17

２班

仕組み作り～学生の参入～

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 市役所への提案

18

13 14

15 16

17 18



2021/12/20

4

この風車は実現するのか？

この３主体の風車は
実際に回るのか？

実証実験＆調査

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

19

プレ実証実験

◎高齢者サロン概要

場所：高須賀研修センター

日時：11月11日

主催：市役所・社会福祉協議会

目的：高須賀地区の高齢者の交流促進

内容：健康測定

学生とのお話会

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 市役所への提案

11月11日 高齢者サロンの様子＠高須賀地区研修センター 20

実際に学生がサロンに参加し、高齢者と交流した時の効果を検証

事前調査

◎調査内容

目的：高齢者が学生に求める事を明らかにすること

内容：イベント参加者へのアンケートを実施

形式：半構造化インタビュー形式

実際に学生がサロンに参加し、学生の役割を解明

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 市役所への提案

11月11日 高齢者サロン内での調査の様子
＠高須賀地区研修センター 21

11月サロンの調査結果

•参加者

：60～80代の計15名の方

•そのうち9人が学生に求めることとし
て会話を挙げていた

サロンでの学生の効果=多世代間コミュニケーションの促進

先行研究：学生と交流する機会を提供する事が高齢者にとって
良い影響を与える

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 市役所への提案

22

→cost
→gain

3主体によるモデル図の実現

→cost
→gain

交流会

世代間
コミュニケーションの促進

高齢者

市役所学生

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 市役所への提案
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中間発表での指摘

→cost
→gain

移動コスト

参加コスト 場の提供
事前準備

話し相手ができる
求めていたおしゃべり

の解消

？

交流会

高齢者

市役所学生

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 指摘
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学生が参加するインセンティブとは？
2班

色々なインセンティブ
考えてるのですが、

どうですか？

11月22日
高須賀研修センターでの話し合い
参加者：
大竹様（社会福祉協議会）
松尾様（つくば市役所）
民生委員の方々

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

27

学生アンケート

目的：以下のことを調査する

• 学生が実際にこの高齢者サロンに魅力を感じるのか

• 学生は何等かのメリットがあることで、

参加するインセンティブとなるのか

調査方法

• 調査方法：グーグルアンケート

• 配布対象：全学年・全学類の筑波大学生(4716人)

• 期間：11月27日～11月29日

• 配布方法：各学年のグループラインに流す

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

28

学生アンケート分析結果

・何もインセンティブがない状態の
参加意欲率は15.6%

総回答数：173

「上で説明した高齢者サロンに参加したいと
思いますか」(n=173)

参加したい
27人(15.6%)

参加したいとは思わない
146人(84.4%)

参加したい
102人(69.9%)

参加したいとは
思わない

44人(30.1%)

・左の質問で、「参加したいとは思わ
ない」と答えた146人に対して質問

「4つのインセンティブのいずれかが加わった場合、
あなたは高齢者サロンに参加したいと思いますか。」
(n=146)

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

29

・インセンティブありなら参加したいと答えた
102人を対象に質問（複数回答可）

① 地域で採れた野菜をもらえるなら、実際に高
齢者サロンに参加したいですか(n=102)

② アルバイト代がもらえるなら、実際に高齢
者サロンに参加したいですか（n=102)

参加したい
50人（49％）

参加したいと
思わない

52人（51％） 参加したい
82人（80.4％）

参加したいと
思わない

20人（19.6％）

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

30

学生アンケート分析結果

25 26

27 28

29 30
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・インセンティブありなら参加したいと答えた
102人を対象に質問（複数回答可）

③ サークルや個人の活動として、市の体育館な
どを一回分無料で使えるようになるなら、実
際に高齢者サロンに参加したいですか(n=102)

④ 活動に参加することで授業として単位がもら
えるなら、実際に高齢者サロンに参加したい
ですか(n=102)

参加したい
24人（23.5％）

参加したいと
思わない

78人（76.5％）

参加したい
86人（84.3％）

参加したいと
思わない

16人（15.7％）

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

31

学生アンケート分析結果 学生側のメリット（地元野菜）の実現

松尾様、大竹様に提案 生産者の方と交渉 野菜配布が実現！

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

32

学生のメリット実現可能！

→cost
→gain

地元野菜

移動コスト

参加コスト 場の提供
事前準備

話し相手ができる
求めていたおしゃべり

の解消

交流会

高齢者

市役所学生

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

33

新たな主体の誕生

→cost
→gain地元野菜

移動コスト

参加コスト 場の提供
事前準備

話し相手ができる
求めていたおしゃべり

の解消
交流会

高齢者

市役所学生

地元農家

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

34

仕組み作り～完～

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討

35

この風車は実現するのか？

この４主体の風車は
実際に回るのか？

主体ごとに分けて、実証実験＆調査

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 検討
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４つの主体の風車が実現するために

2021年 都市計画演習 2班 最終発表

交流会

高齢者

市役所学生

地元農家

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験

？

？

？

？ ？

？

？

？

38

→cost
→gain

高齢者サロンの実施

◎目的

風車が回る（それぞれの主体が参加すること）を実証

⇒「それぞれの主体がgain＞costを検証」

◎高齢者サロンの概要

日時：12月9日 10:00～12:00

場所：高須賀研修センター

内容：お薬の講演会、学生とのお話、

学生への野菜配布

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験

高齢者に配布したチラシ
39

12月サロンの様子

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験

40

学生：実証実験（行動調査）の流れ

野菜のインセンティブを用意
したサロンを告知

LINE

SNS

口コミ

サロン当日

実際に参加した
学生に行動調査

↓告知に使用したチラシ

来た学生の人数や
実際のインセンティブ

などを分析

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験

41

学生：実証実験（行動調査）の内容

• 調査方法：質問紙調査

• 調査対象：実際にサロンに参加した筑波大生

• 内容

・参加者の属性（参加意欲を持つ学生層の把握）

・イベントを知ったきっかけ（告知効果の測定）

・イベントに参加・今後参加する理由

（参加意欲を高める方法の考察）

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験

42

37 38

39 40

41 42



2021/12/20

8

高齢者アンケートの内容

•調査方法：質問紙調査

•調査対象：実際にサロンに参加した高齢者

•内容

・参加高齢者の属性

・移動手段（距離や時間によるコスト測定）

・イベントに参加した理由・どんな要素があれば参加するか

（参加意欲を高める方法の考察）

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験

43

JAインタビューの内容

•実施日時：12月8日

•実施場所：JAつくば市谷田部営農センター

• 対象者
つくば市谷田部農業協同組合
営農部部長 横山様
営農部営農課課長補佐 太田様

つくば市谷田部産直部会
部会長 関口様
登坂様

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験

44

市役所・社協インタビューの内容

•実施日時：12月9日

•実施場所：高須賀地区研修センター

•調査方法：インタビュー

•調査対象：大竹様、松尾様

•内容

・社会福祉協議会目線で高齢者サロンに学生が参加する事の意義

・社会福祉協議会にとって、gainがcostを上回っているか

・次回開催時に役立てる改善点

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験

45

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー
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仕組みの実現 仕組みの継続仕組みづくり

46

学生アンケート結果

9人の学生が実際に参加

→参加者は高齢者との交流をメリットとしてサロンに来ていたこ
とが判明

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

47

学生アンケート結論

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

地元野菜
多世代交流

まちづくりに関われた

移動コスト

交流会

学生

48

43 44

45 46

47 48
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高齢者アンケート結果

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

高齢者の会場までの移動手段と移動時間

徒歩 自転車 自動車 合計

~5分 5 2 3 10

5分~10分 0 0 1 1

10分~20分 0 0 0 0

20分~ 0 0 0 0

未記入 0 1 0 1

合計 5 3 4 12

→移動手段に関わらず、ほとんどの高齢者が会場までの移動時間が5分以内

49

•参加者の多くが

「満足した」と回答

•次回以降の要望

→多様性や価値観を分かち合う要素
が欲しい

→若い人との交歓の時間を増やして
ほしい

「次回以降参加するとしたら、どのような要素があるとよいですか」

多様性や価値観を分かち合う要素

高齢者対象のテーマがあるとよい。若い人との交歓の時間を増やす。

若い人と話すのはうれしい、元気が出る

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

50

高齢者アンケート結果

•次回以降の参加意欲も全体的に良好

→未記入2人を除いた10人中10人が次回も参加したいと回答

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

51

高齢者アンケート結果

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

高齢者

交流会

・話し相手（若者）ができる
・困りごとの解消

身体的負担
移動コスト

52

高齢者アンケート結論

JAインタビュー結果

• gainについて

地元農家：捨てられるはずだった野菜が

無駄にならない

JA：フードロス解消と地域貢献によるイメージアップ

→ポスターでJAの協力を宣伝

• costについて

出荷のタイミングで農家の方に野菜を持って来て

いただくのであれば、それほど負担（cost）にならない

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

53

JAインタビュー結論

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

地元農家

フードロス解消
イメージアップ

野菜の運搬コスト

交流会

54
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市役所・社協インタビューの結果

・高齢者の参加を促進させる効果

・能動的に関われる相手としての役割

・来月も学生を呼び、継続していく方針

→gainがcostを上回っている

・イベント内容を考える事が負担（cost）

・場所の手配は負担（cost）ではない

・余裕を持った時間設定とコンテンツ作り

→フードロスと関連付けたコンテンツにしたい

学生が参加する事の意義

gainがcostを
上回っているか

改善点

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

55

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

市役所

交流会
〈先行研究〉
・認知症発生
リスクの低下

・見守りコストの低下
→（突然死リスクの低下）

・場所
・事前準備

56

市役所・社協インタビューの結論

高齢者サロンのモデル図の検証

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

交流会

高齢者

市役所学生

地元農家

57

会場等の準備コスト

見守りコストの低下
（突然死リスクの低下）

フードロス解消
イメージアップ

野菜の運搬コスト

身体的負担
移動コスト

話し相手ができる

地元野菜
多世代交流
まちづくりに関われた

移動コスト

高齢者サロンのモデル図の検証

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

交流会

高齢者

市役所学生

地元農家

会場等の準備コスト

見守りコストの低下
（突然死リスクの低下）

フードロス解消
イメージアップ

野菜の運搬コスト

身体的負担
移動コスト

話し相手ができる

地元野菜
多世代交流
まちづくりに関われた

移動コスト

アンケート・インタビューまとめ

それぞれのgainがcostを上回る！🙌

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 実証実験ー分析ー

59

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望

背
景

目
的

実
証
実
験指

摘

発表の流れ

検
討

今
後
の
展
望

市
役
所
へ
の
提
案

仕組みの実現 仕組みの継続仕組みづくり
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高齢者サロンに継続性はあるのか？

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望

今後の展望

61

風車は周り続けるのか？

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望

高
齢
者
の
交
流
問
題
の
解
決

高
齢
者
の
交
流
不
足
問
題

持続して周り続けるのか？

主体ごとに考える

62

学生はサロンに継続して参加するのか？

①実際に来た学生の声（12月13日聞き取り調査）
対象者：12月13日の高齢者サロンに参加した学生

回答：9人中8人の学生が次回も参加したい

１度参加した学生が継続的に参加したいと思う割合は高く、

継続性は見込まれる

②今後の課題
サークルに2班の活動を引継ぐことで、安定した活動にしていくこと

→筑波大学の学生団体と交渉中

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～高齢者サロンの継続性～

63

高齢者はサロンに継続して参加するのか？

◎実際に来た高齢者の声（12月13日聞き取り調査）
対象者：12月の高齢者サロンに参加した学生
回答：・高齢者が次回も参加したい と回答した人⇒10人中10人

・前回のサロンにも参加したことがある人⇒10人中７人

１度参加した学生が継続的に参加
したいと思う割合は高く、
今後も継続的な参加が見込まれる

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～高齢者サロンの継続性～

64

市役所・社協はサロンを継続して開催するのか？

①インタビューの結果（12月9日聞き取り調査）
対象者：松尾様（つくば市役所）・大竹様（社会福祉協議会）

回答内容：・今後も高須賀で継続してサロンを行いたい意向がある

・他の地域（別府学園台）に拡大する予定

今後も継続的な開催が見込まれる

②今後の課題

・今後サロンの高齢者も学生も積極的に参加したいと思うコンテンツ作り

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～高齢者サロンの継続性～

65

農家は継続して野菜を提供するのか？

◎話し合いの結果（12月８日聞き取り調査）

対象者：JA谷田部営農センターの方々

回答：生産者の方に呼びかけをし、

余って捨ててしまう野菜を月一での提供！

今後も継続的な開催が見込まれる！

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～高齢者サロンの継続性～
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高齢者サロンに継続性はあるのか？

学生・市役所・地元農家・高齢者のそれぞれの主体について、
持続性が見込まれる！

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～高齢者サロンの継続性～

67

最終提案

活動を継続して実施できる見込みが立った！

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～最終提案～

68

今後の活動

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～今後の活動～

＜次回の高齢者サロン＞

日時：2022年1月13日(木)11時～11時40分

場所：高須賀地区交流センター

内容：現在調整中 Coming Soon !!

69

まとめ

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～まとめ～

市役所だけでは解決できなかった
高齢者の交流不足の問題

使われていなかった資源を活用
様々な主体を巻き込む

持続的な高齢者サロンの仕組み作り
ができた！

70

今後の課題

•今後サロンの高齢者も学生も積極的に参加したいと思う

コンテンツ作り

•次回の開催に向けての準備（学生集め・野菜もらう・内容

決め）

2021年 都市計画演習 2班 最終発表 今後の展望～今後の課題～

71
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つくば市役所 松尾様
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今後の活動
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＜次回の高齢者サロン＞

日時：2022年1月13日(木)11時～11時40分

場所：高須賀地区交流センター

内容：現在調整中

ぜひ、ご参加ください！

Coming Soon !!

74

73 74

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jagn/14/1/14_KJ00007062611/_pdf/-char/ja

